第Ⅱ統合分科会

記録者名前：辰巳　信彦（兵庫県本部）

参加者人数：17日午前　338人

	プログラム
	17日(金) 9 ：00～ 9 ：05

　青木座長のあいさつと統合分科会の説明

	記　　　録
	　朝から、雪がちらつき、金融破綻による世界同時不況による将来不安を象徴するような寒々とした天候のもと、青木座長の進行で行われ、統合分科会が開催された。

	プログラム
	 9 ：05～10：00

　基調講演「これからの所得保障制度をどうするか」

　　　　　　　　講　師　駒村　康平（慶應義塾大学教授）

	記　　　録
	　はじめに駒村教授からは、「これからの所得保障制度をどうするか」と題して、日本の社会保障制度の現状分析と今後の課題について講演いただいた。駒村教授は、所得の面から社会保障を分析され、日本はＯＥＣＤ諸国の中でも、国家予算に占める医療・福祉に対する財政支出が少ない国であること、社会手当が不十分であることが、生活保護・年金制度、最低賃金制度がセーフティネットとして充分に機能しなくなっていることを指摘。今日、労働市場は正規労働者が派遣・契約などの非正規労働者に切り替えられていることがワーキングプアを生み、格差・貧困社会を招いていることを改めて分析された。また、そのことが年金・医療保険の空洞化を進め、貧困予備軍が増加していることや、高齢者や障害者も生活保護に集中し、生活保護が年金化している現状を示した。

　このような前提にたって、少子化・高齢社会がますます進行する日本において、社会的セーフティネットの充実で、国民の就労・所得保障をすることが緊急の課題であり、現場から実現可能・持続可能な社会保障制度を提案していくことが提起された。

	プログラム
	10：05～12：00

　パネルディスカッション「社会保障政策の現状と地域からの再構築の取り組み」

　　コーディネーター：中島　圭子

　　パネリスト：駒村　康平（慶應義塾大学教授）

　　　　　　　　　　　渡辺　玲男（北海道新聞本社報道本部記者）

　　　　　　　　　　　三上　雅丈（帯広生活支援センター所長）

	記　　　録
	　駒村教授の講演を受けて、今日の社会保障制度の検証と課題を共通のものとし、北海道での地域医療や福祉施設の現状と問題点を踏まえてさらに議論を深めるため、パネルディスカッションを行った。

　渡辺さんからは、新聞記者の立場で北海道の医療問題を取材した中から、医師不足やコンビニ受診等、様々な課題について報告され、三上さんからは介護現場での医療との連携や福祉制度上の問題点などが出され、それぞれ現場では、限られた地域の資源のもとで、創意工夫して取り組まれている実態が出された。

　今日の制度上の問題点については、政府へ提言し、改善要望していくことも必要だが、現実には、今の制度の中でも地域の社会的資源の活用や地域の関係機関や住民との連携・連帯によって、創意工夫を活かし先進的な事例を積み重ねることによって、セーフティネットをより有効にすることができること、そして現場からのこの発信が社会保障制度の改善・充実に繋がっていくことを全体の確認とし、午後のテーマ別分科会へと引き継いだ。


良かった点、反省点など

	

	　昨年末の日比谷公園における派遣村の出現が「貧困」を社会問題化したが、今回の駒村教授の講演もまさに社会保障制度を所得面から捉えた、非常にタイムリーな内容だった。まだまだ日本人の多くが、派遣や契約等の非正規労働者であっても、自分が「貧困」であるとの認識が弱いと思われるが、先進諸国との比較を通じて、日本が「貧困大国」であることが示された。セーフティネットの確立こそが国民生活を安定させる道であり、勤労者の所得保障、処遇改善が無ければ持続的な社会・経済の発展は無いことが、改めて確認されたと思う。

　ただし、年金・医療・福祉分野を含む社会保障制度という広い課題を語るには、駒村教授の講演と後半のパネルディスカッションの時間配分はどうだったのか、参加者からの意見もお聞きしたいところ。

　パネリストについては、地域医療を取材した新聞記者、福祉現場に携わっている方、そして学者の立場からと様々な視点から提起いただいた。充分に議論が噛み合ったかどうか少し疑問も残ったが、午後からのテーマ別分科会に引き継いで、課題を絞って議論を深めていくという設定で構築したので、その意味では最後まで通しで参加された方に評価を預けたいと思う。

	


全体の印象、感想

	

	　昨年の10月に予定されていた自治研全国集会がこの４月に延期され、第Ⅱ統合分科会・テーマ別分科会も、当初予定していた講師・パネリストの変更を余儀なくされ、ようやく、実現したような印象がある。そのために、基本コンセプトは変わらないものの、何度も内容の練り直し・変更、微調整を求められ、通常より半年も長い時間と労力を掛けた結果、やっと無事に終えたという思い。

　また、新年度早々の４月開催ということで、参加者数も心配したが、昨年10月に予定していたよりも、参加者が増えたことはまず評価されるべきだと思う。そして、第Ⅱ統合分科会においては、全国各地から約300人の参加があり、テーマ別の３分科会にバランスよく参加いただいたことに感謝したいと思う。

　さて、テーマ別分科会の印象・感想はそれぞれの記録担当者に委ねるが、第Ⅱ統合分科会の全体テーマとしての「社会保障システム」については、全国集会が延期された間に、世界同時不況、金融危機が生じ、貧困問題や格差社会の歪みがより鮮明になり、セーフティネットが機能していない実態が次々に表面化している時期に「社会保障システム」について議論する機会を得たと思う。

　とりわけ、テーマ別で医療・福祉分野について、多くの実践的課題や先進的な取り組みが提起され議論を深めていただいたと思う。そして、参加者の皆さんが分科会での議論を踏まえて、それぞれの地域・職場でも医療・福祉・介護問題について議論を広めていき、実践へと繋がっていくことを期待して、感想とする。
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